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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期

第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年12月31日

自 2020年７月１日
至 2020年12月31日

自 2019年７月１日
至 2020年６月30日

売上高 (千円) 846,971 733,867 1,764,442

経常利益又は経常損失（△） (千円) 24,095 △37,944 52,783

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失（△）

(千円) 17,058 △269,472 39,664

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 17,293 △269,708 40,838

純資産額 (千円) 3,285,057 2,998,632 3,311,168

総資産額 (千円) 3,680,724 3,446,893 3,649,903

１株当たり四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(円) 1.17 △18.40 2.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 88.0 85.6 89.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 56,644 △50,144 37,884

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △58,540 △27,759 △92,066

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △42,052 △42,610 △39,535

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 2,274,333 2,104,047 2,224,564
 

 

回次
第44期

第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益又は四
半期純損失（△）

(円) 1.99 △7.03
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第44期第２四半期連結累計期間及び第44期は

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第２四半期連結累計期間

は１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４　１株当たり四半期（当期）純利益又は四半期純損失の算定において、株式付与ESOP信託が保有する当社株式

を自己株式と処理していることから、期中平均株式数から当該株式数を控除しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある以下の事項が発生しております。

 
　（テレマティクス車載機製品の自主回収の影響について）

当第２四半期連結累計期間において、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（四半期連結貸

借対照表関係）」に記載の通り、現時点で合理的な見積りが可能な部分について、製品自主回収関連損失引当金とし

て計上しております。　

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の防止策を講じつつ、政府主導

の各種政策により社会生活や経済活動レベルは段階的に引き上げられている中で持ち直しの動きが見られたものの、

いまだ収束の目処は立たず、景気の先行きについては依然として不透明な状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループはIoT技術、AI技術を活用し、お客様の経営資源活用における最適化及び収益

改善の実現を目指し、カーシェア車載機の後継機の開発に着手したほか、工場や工事現場などで働く作業者の安全を

見守る安全衛生支援サービス「Work Mate」やAI解析で製造業のお客様の製品不良要因を特定し、品質改善と技術承継

をサポートする「D-COLLECT」のブラッシュアップや製品展開に注力したほか、2020年12月にはIoT製品・サービスの

認知度向上を目的として広報マーケティング室を新設し、新規顧客の獲得に向けた販促活動にも積極的に取り組んで

まいりました。

なお、当社グループにおいてはテレワークや時差出勤などを継続するとともに、リモートシステムを活用した商談

など感染症拡大防止への対応を図りながら営業活動を行っております。また2020年９月25日開催の定時株主総会で承

認された新経営体制の下で、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による市場環境の変化も踏まえた上で、新しい

サービスの加速度的な販売拡大を図ることを最優先課題と位置づけ、事業ポートフォリオの最適化や今後の事業展開

について抜本的な見直しを行っております。この過程において、当社グループが開発・販売する会議室管理サービス

「ROOM CONCIER」に関しまして、現在の事業環境の変化を踏まえ、収益性が低下し投資額の回収が見込めなくなった

ことから、減損損失61百万円を特別損失に計上することといたしました。今後は、「Work Mate」及び「D-COLLECT」

に経営資源を集中することにより、事業拡大に注力してまいります。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は733百万円（前年同四半期比13.4％減少）、営業損失は

38百万円（前年同四半期は営業利益23百万円）、経常損失は37百万円（前年同四半期は経常利益24百万円）、親会社

株主に帰属する四半期純損失はテレマティクス車載機製品の自主回収に伴う製品自主回収関連費用159百万円及び減損

損失61百万円を特別損失に計上したことにより、269百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益17百

万円）となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

ＩｏＴ事業

ＩｏＴ事業は、カーシェア車載機及び2020年10月に行ったテレマティクス車載機の自主回収による受注減に加え、

無形固定資産に係る減価償却費が増加したこと等により、売上高、セグメント利益とも前年同四半期比で減収減益と

なりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は277百万円（前年同四半期比28.9％減少）、セグメント利益は3百

万円（前年同四半期比95.2％減少）となりました。
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製造受託事業

製造受託事業は、通信アミューズメント機器については新型コロナウィルスの影響を受け、販売台数が減少しまし

たが、紙幣鑑別センサモジュールの受注が増加したことから、売上高、セグメント利益とも前年同四半期比で増収増

益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は318百万円（前年同四半期比33.3％増加）、セグメント利益50百万

円（前年同四半期比34.7％増加）となりました。

 
開発受託事業

開発受託事業は、子会社のユビテックソリューションズにおいて、医用分野における開発案件終了や規模縮小の影

響を受け、売上高、セグメント利益とも前年同四半期比で減収減益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は137百万円（前年同四半期比36.6％減少）、セグメント損失は７百

万円（前年同四半期はセグメント利益４百万円）となりました。

 
財政状態は、次のとおりであります。

（資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は3,446百万円となり、前連結会計年度末から203百万円減少しておりま

す。主な内容としましては、現金及び預金が120百万円、無形固定資産が64百万円減少しております。

（負債の状況）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は448百万円となり、前連結会計年度末から109百万円増加しておりま

す。主な内容としましては、製品自主回収関連損失引当金が144百万円増加しております。

（純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は2,998百万円となり、前連結会計年度末から312百万円減少しており

ます。主な内容としましては、親会社株主に帰属する四半期純損失269百万円の計上、剰余金の配当44百万円による

ものです。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、以下の各キャッ

シュ・フロー状況とそれらの増減要因により、前連結会計年度末に比べて120百万円減少し、当第２四半期連結会計

期間末は2,104百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は50百万円（前年同四半期は56百万円の収入）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純損失258百万円、減価償却費33百万円、減損損失61百万円、製品自主回収関連損失引当金の増加144百

万円、売上債権の減少47百万円、たな卸資産の増加52百万円、仕入債務の減少13百万円があったことによるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は27百万円（前年同四半期は58百万円の支出）となりました。これは主に無形固定

資産の取得による支出22百万円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は42百万円（前年同四半期は42百万円の支出）となりました。これは主に配当金の

支払44百万円があったことによるものです。

 
 (3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,000,000

計 52,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,791,600 14,791,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株であ
ります。

計 14,791,600 14,791,600 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には2021年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2020年10月１日～
 2020年12月31日

－ 14,791,600 － 941,473 － 655,375
 

 
(5) 【大株主の状況】

2020年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に対
する所有株式数
の割合(％)

オリックス株式会社 東京都港区浜松町２丁目４－１ 8,527,200 57.64

糸谷　輝夫 広島県広島市 545,400 3.68

梶川　悦子 広島県広島市 219,300 1.48

叶　毓菁 広島県広島市 191,000 1.29

後和　信英 和歌山県和歌山市 187,400 1.26

株式会社ライブスター証券 東京都千代田区丸の内１丁目１１－１ 159,500 1.07

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（株式付与ESOP信託
口）

東京都港区浜松町２丁目１１－３ 141,400 0.95

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 129,944 0.87

市嶋　朋子 東京都町田市 111,100 0.75

株式会社オサムシ 兵庫県西宮市千歳町２番１２－３１０号 100,000 0.67

計 － 10,312,244 69.71
 

(注) １．「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）」の所有株式は、信託業務に係る株

式です。

２．「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）」が所有する当社株式141,400株に

つきましては、会計処理上は当社と株式付与ＥＳＯＰ信託を一体としていることから、四半期連結貸借対

照表においては自己株式として処理をしております。

 
 

EDINET提出書類

株式会社ユビテック(E02100)

四半期報告書

 7/21



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,789,900
 

147,899 ―

単元未満株式 普通株式 1,700
 

― ―

発行済株式総数 14,791,600 ― ―

総株主の議決権 ― 147,899 ―
 

（注）「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口）が所有する当社株式141,400株（議決権1,414個）が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注) 株式付与ＥＳＯＰ信託口所有の141,400株につきましては、上記の自己株式等に含まれておりませんが、会計処

理上は当社と株式付与ＥＳＯＰ信託を一体としていることから、四半期連結貸借対照表においては自己株式とし

て処理をしております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役　広報マーケティング室室長 取締役 松田　和宏 2020年12月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年７月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,724,564 2,604,047

  受取手形及び売掛金 443,393 422,857

  電子記録債権 32,590 5,610

  製品 64,237 86,047

  仕掛品 4,162 28,924

  原材料及び貯蔵品 54,681 60,682

  その他 29,396 21,779

  貸倒引当金 △341 △286

  流動資産合計 3,352,685 3,229,662

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 65,217 65,217

    減価償却累計額 △23,073 △25,107

    建物及び構築物（純額） 42,143 40,109

   工具、器具及び備品 199,726 204,774

    減価償却累計額 △171,968 △179,063

    工具、器具及び備品（純額） 27,758 25,711

   建設仮勘定 － 440

   有形固定資産合計 69,901 66,260

  無形固定資産   

   その他 170,594 106,573

   無形固定資産合計 170,594 106,573

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 17,195 7,059

   その他 39,526 37,338

   投資その他の資産合計 56,722 44,397

  固定資産合計 297,218 217,231

 資産合計 3,649,903 3,446,893
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 87,871 59,820

  電子記録債務 109,853 124,146

  未払金 16,365 15,247

  未払法人税等 13,384 6,650

  賞与引当金 1,826 1,758

  製品自主回収関連損失引当金 － ※2  144,949

  その他 46,726 36,252

  流動負債合計 276,027 388,825

 固定負債   

  株式給付引当金 42,015 40,432

  退職給付に係る負債 20,691 19,002

  固定負債合計 62,706 59,435

 負債合計 338,734 448,261

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 941,473 941,473

  資本剰余金 655,375 655,375

  利益剰余金 1,718,276 1,404,428

  自己株式 ※1  △51,262 ※1  △49,715

  株主資本合計 3,263,862 2,951,562

 新株予約権 14,876 14,876

 非支配株主持分 32,429 32,193

 純資産合計 3,311,168 2,998,632

負債純資産合計 3,649,903 3,446,893
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2019年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 846,971 733,867

売上原価 642,264 598,718

売上総利益 204,707 135,149

販売費及び一般管理費 ※1  181,343 ※1  173,919

営業利益又は営業損失（△） 23,363 △38,770

営業外収益   

 受取利息 182 181

 為替差益 － 6

 生命保険配当金 304 351

 未払配当金除斥益 268 217

 その他 38 70

 営業外収益合計 793 827

営業外費用   

 為替差損 57 －

 その他 4 1

 営業外費用合計 61 1

経常利益又は経常損失（△） 24,095 △37,944

特別利益   

 受取保険金 77 －

 特別利益合計 77 －

特別損失   

 固定資産除却損 584 －

 製品自主回収関連損失 － 14,050

 製品自主回収関連損失引当金繰入額 － 144,949

 減損損失 － ※2  61,391

 特別損失合計 584 220,391

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

23,588 △258,336

法人税、住民税及び事業税 6,309 1,235

法人税等調整額 △13 10,136

法人税等合計 6,295 11,372

四半期純利益又は四半期純損失（△） 17,293 △269,708

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

234 △235

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

17,058 △269,472
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2019年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 17,293 △269,708

四半期包括利益 17,293 △269,708

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 17,058 △269,472

 非支配株主に係る四半期包括利益 234 △235
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2019年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

23,588 △258,336

 減価償却費 26,448 33,174

 受取保険金 △77 －

 減損損失 － 61,391

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △197 △55

 賞与引当金の増減額（△は減少） △90 △67

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △1 －

 
製品自主回収関連損失引当金の増減額（△は減
少）

－ 144,949

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,050 △1,688

 株式給付引当金の増減額（△は減少） 861 △1,582

 受取利息及び受取配当金 △182 △181

 為替差損益（△は益） △1 4

 固定資産除却損 584 －

 売上債権の増減額（△は増加） △30,224 47,516

 たな卸資産の増減額（△は増加） △34,131 △52,572

 仕入債務の増減額（△は減少） 77,974 △13,757

 その他 3,904 △4,271

 小計 67,404 △45,477

 利息及び配当金の受取額 4 3

 保険金の受取額 77 －

 法人税等の支払額 △10,843 △7,855

 法人税等の還付額 － 3,184

 営業活動によるキャッシュ・フロー 56,644 △50,144

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △10,603 △5,487

 無形固定資産の取得による支出 △47,937 △22,272

 投資活動によるキャッシュ・フロー △58,540 △27,759

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の処分による収入 2,039 1,546

 配当金の支払額 △44,091 △44,157

 財務活動によるキャッシュ・フロー △42,052 △42,610

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,947 △120,517

現金及び現金同等物の期首残高 2,318,281 2,224,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,274,333 ※  2,104,047
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【注記事項】

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定に

ついて重要な変更はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（前連結会計年度末：帳簿価額51,262千円、株式数145,800株　当第

２四半期連結会計期間末：帳簿価額49,715千円、株式数141,400 株）については、自己株式として計上しておりま

す。

 

※２ 偶発債務

　 　当社が生産・販売しているテレマティクス車載機製品の一部において、不具合の可能性が確認されたことから、

当該事象発生に伴い運転に及ぼす影響がゼロではないと判断し、対象製品の自主回収を決定致しました。

　　 これに伴い、現時点で合理的に見積りが可能な費用負担見込額を、製品自主回収関連損失引当金として計上して

おります。今後の状況等によっては、本件に関する費用が追加で発生する可能性がありますが、現時点ではその影

響額を合理的に見積ることは困難であります。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
至 2019年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
至 2020年12月31日)

役員報酬 20,476千円 22,690千円

給与手当 67,929千円 74,137千円

賞与引当金繰入額 59千円 60千円

貸倒引当金繰入額 △197千円 △55千円
 

 

※２ 減損損失

当第２四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2020年12月31日）

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

本社（東京都港区） ＩｏＴ事業用資産 ソフトウェア 61,391
 

当社グループは事業の区分をもとに、概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位にて資産のグルーピ

ングを行っております。

当連結会計年度において、セグメント上ＩｏＴ事業に区分されるＲＯＯＭ ＣＯＮＣＩＥＲ（会議室管理システム）

について営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなる見込みであることから、所有する事業用資産について、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、回収可能価額は使用価値により測定しており、回収可能価額を零として評価しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
至 2019年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
至 2020年12月31日)

現金及び預金 2,774,333千円 2,604,047千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △500,000千円 △500,000千円

現金及び現金同等物 2,274,333千円 2,104,047千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年７月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年９月25日
定時株主総会

普通株式 44,374 3 2019年６月30日 2019年９月26日 利益剰余金
 

(注) 2019年９月25日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、ESOP信託が保有する自社の株式に対する配当金

476千円が含まれております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 2020年７月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年９月25日
定時株主総会

普通株式 44,374 3 2020年６月30日 2020年９月28日 利益剰余金
 

(注) 2020年９月25日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、ESOP信託が保有する自社の株式に対する配当金

437千円が含まれております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年７月１日 至 2019年12月31日)

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 390,918 238,659 217,393 846,971 － 846,971

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 390,918 238,659 217,393 846,971 － 846,971

セグメント利益 66,170 37,653 4,168 107,992 △84,628 23,363
 

(注)１．セグメント利益の調整額△84,628千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△84,628千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年７月１日 至 2020年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 277,838 318,226 137,802 733,867 － 733,867

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 277,838 318,226 137,802 733,867 － 733,867

セグメント利益又は損失
（△）

3,182 50,723 △7,433 46,471 △85,242 △38,770
 

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額△85,242千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△85,242千

円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　セグメント上ＩｏＴ事業に区分されるＲＯＯＭ ＣＯＮＣＩＥＲ（会議室管理システム）について営業活動から生

じる損益が継続してマイナスとなる見込みであることから、所有する事業用資産について、帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては61,391千円であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
至 2019年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
至 2020年12月31日)

　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△） 1円17銭 △18円40銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

17,058 △269,472

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)((千円)

17,058 △269,472

普通株式の期中平均株式数(株) 14,633,709 14,646,565

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度
末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期連結累計期間は希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため、記載しておりません。また、当第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

２　株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益又は

四半期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半

期連結累計期間157,891株、当第２四半期連結累計期間145,035株であります。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

 該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ユビテック(E02100)

四半期報告書

18/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月５日

株式会社ユビテック

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

東京事務所
　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 前田　　啓 印

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 野田　哲章 印

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユビ

テックの2020年７月１日から2021年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年７月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユビテック及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

 
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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